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〒811-3103  福岡県古賀市 
  中央 1-6-41-203 
TEL   ： 092-692-8510 
FAX   ： 092-410-7730 
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  【裏面もあります！】  
 ■ ６月議会の詳報 

地域防災・減災の取り組み 加速 

 

地
域
に
お
け
る
「
防
災

力
」
の
強
化―

―

。
東
日
本

大
震
災
以
降
、
こ
れ
を
公
約

の
大
き
な
柱
の
ひ
と
つ
に
掲

げ
て
福
岡
県
議
会
議
員
と

な
っ
た
私
に
と
っ
て
、
県
政

に
お
け
る
最
重
要
テ
ー
マ
の

ひ
と
つ
で
あ
り
、
地
元
・
古

賀
市
の
防
災
力
強
化
に
つ
な 

ク
シ
ョ
ッ
プ
３
回
、
避
難 

訓
練
１
回
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
小
山
田
区
が

県
の
自
主
防
災
組
織
設
立

促
進
モ
デ
ル
事
業
に
選
ば

れ
、
小
野
校
区
な
ど
の
周

辺
行
政
区
の
代
表
者
さ
ん

も
参
加
し
ま
す
。 

 

こ
れ
に
加
え
、
古
賀
西

小
学
校
区
の
エ
リ
ア
で
、

県
の
津
波
総
合
対
策
事
業

（
地
域
津
波
避
難
計
画
策

定
支
援
）
を
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
既
に
５
月
に
は
、

古
賀
市
役
所
に
お
い
て
災

害
対
策
本
部
の
設
置
と
運

営
の
訓
練
が
県
の
支
援
事

業
と
し
て
行
わ
れ
、
豪
雨

災
害
を
想
定
し
た
具
体
的

な
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ
き
、

対
応
が
確
認
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。 

 

６
月
議
会
で
は
、
地
域

防
災
・
減
災
対
策
の
さ
ら

な
る
強
化
を
求
め
ま
し
た
。 

が
る
よ
う
、
議
会
で
何
度

も
問
題
提
起
を
し
て
き
ま

し
た
。
特
に
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
の
「
現
場
」

に
最
も
近
い
「
自
主
防
災

組
織
の
設
立
」
や
「
高
齢

者
を
は
じ
め
と
す
る
災
害

時
要
援
護
者
の
避
難
支

援
」
は
、
具
体
的
な
取
り

組
み
を
求
め
て
き
ま
し
た
。 

  

 
 

防
災
力
の
強
化
は
、
福

岡
県
と
古
賀
市
の
「
連

携
」
が
不
可
欠
で
す
。
今

年
度
、
県
の
災
害
時
要
援

護
者
避
難
支
援
事
業
の
モ

デ
ル
地
区
と
し
て
古
賀
東

区
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
度
に
成
果
の

上
が
っ
た
古
賀
団
地
区
と

花
鶴
丘
３
丁
目
区
に
続
く

も
の
で
、
１
年
間
に
ワ
ー 

地域防災・減災対策の強化を知事に求める＝６月議会・一般質問 

福岡県議会議員 

【古賀市】 

古賀発！ただいま 

県政刷新中！ 
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南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を

想
定
し
た
「
県
境
を
越
え

た
広
域
避
難
体
制
の
整

備
」
や
、
帰
宅
困
難
者
対

策
、
実
効
性
あ
る
原
子
力

防
災
体
制
の
整
備
を
求
め

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
裏

面
に
ま
と
め
ま
し
た
。
防

災
を
巡
る
課
題
は
多
々
残

さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き

取
り
組
み
ま
す
。 

！ 

田辺の政治活動を連日発信しています！ 田辺かずき 

ブログ(政治活動日記）   

 facebook 
Twitter  

公式ホームページ http://www.tanabe-kazuki.jp/ 

検索 で 

http://ameblo.jp/tanabe-kazuki/ 

http://www.facebook.com/kazuki.tanabe 
@tanabe_kazuki  アカウント→ 

▼福岡県議会のホームページはこちら▼ 
http://www.gikai.pref.fukuoka.lg.jp/ 

古賀市役所で実施された災害対策本部の設置・運営訓練の様子＝市提供 



     
1980年5月16日生まれ 
1987年／暁の星幼稚園 卒園 
1993年／花鶴小学校 卒業 
1996年／古賀中学校 卒業 
1999年／福岡県立福岡高校 卒業 
2003年／慶應義塾大学法学部法律学科 卒業 
      毎日新聞社 入社／福井支局 配属 
      原発事故や災害弱者、日本人拉致問題などを取材 
2006年／大阪本社社会部 配属 
      橋下徹・大阪府知事（当時）、大阪府警、甲子園、 
      福祉問題、地域活性化、国際紛争などに取り組む 
2011年／福岡県議会議員 初当選 
      厚生労働環境委員会、 
      国際交流推進対策調査特別委員会 
      

〔所属〕  新社会推進商工委員会、 
       防災及びエネルギー・水安定供給調査特別委員会 
〔家族〕  会社員の妻、６歳の長男、３歳の長女 

 
県
議
会
６
月
定
例
会
（
６
月
７
日
～
25

日
）
で
、
私
は
連
続
９
回
目
と
な
る
一
般

質
問
に
立
ち
、
小
川
洋
知
事
に
対
し
、
地

域
防
災
・
減
災
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
を

求
め
ま
し
た
。
今
回
の
ポ
イ
ン
ト
は
①
九

州
各
県
と
連
携
し
た
「
広
域
避
難
計
画
」

の
策
定
②
都
心
に
お
け
る
帰
宅
困
難
者
対

策
の
充
実
③
実
効
性
あ
る
原
子
力
防
災
体

制
の
整
備―

―

で
す
。
古
賀
市
内
各
地
で

開
催
し
て
い
る
「
対
話
集
会
」
で
地
元
の

方
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
も
反
映
し
て

お
り
、
知
事
か
ら
は
い
ず
れ
も
前
向
き
に

取
り
組
む
姿
勢
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 私の県議会活動は地元の
皆さんの「声」があってこそ。
市内全域の公民館で対話集
会を開催していますが、この
ほかにもご連絡をいただけれ
ば、地域やご近所の皆さんと
の集まり、サークル活動など
でも県政報告と意見交換を
させていただいています。事
務所（０９２－６９２－８５１０
）まで。 
 

“田辺かずき事務所からのお知らせ” 

 ブログによる連日の情報発
信に加え、紙ベースの県政報
告書で活動をお伝えしていま
す。２カ月に１回のペースで発
行しており、ご連絡いただいた
方には郵送させていただいて
います。県政活動の意義と詳
細を記していますので、ご希
望の方は事務所（０９２－６９
２－８５１０）まで。 
 

◇対話集会を開催 ◇県政報告書の発送 

<田辺かずきプロフィール> 

大規模災害対策―広域避難計画の重要性 

 
【裏面】 

田辺かずき 
県政報告 

6月議会 

広域避難者を受け入れるために 

 国の中央防災会議の作業部会が５月末、南海トラフ巨
大地震対策の最終報告を公表しました。私はこれに即応
し、「県境を越えた広域避難体制の整備」を質問のテー
マに設定。九州における広域避難計画の策定に向け、太
平洋側の宮崎県や大分県に比べて相対的に被害が小さい
とされる福岡県が担うべき「受け入れる側としての役割
」について、知事の認識を初めて問いました。 

 知事は「県境を越える避難にあたっては、国による調
整のもと、福岡県は、避難施設および住宅の提供、緊急
輸送路、輸送手段の確保、医療支援、健康相談などを担
うことが想定され、このような役割をしっかりと果たし
ていく」と表明。私からは、広域避難の最中に死者が出
る痛ましいケースもあった東日本大震災の教訓を踏まえ
、要援護者対策の重要性も指摘しました。 

 帰宅困難者とは「通勤・通学・買物等の目的で周辺地域から流入・
滞在している者のうち、地震の発生により交通機関の運行が停止した
場合に徒歩での帰宅が困難になる者」（福岡県地域防災計画）です。
東日本大震災で首都圏では多くの帰宅困難者が発生し、東京都は今年
４月に全国初の対策条例を施行しました。 
  福岡県では取り組みが緒に就いたばかりで、飲料水・食料・生活必
需品などの備蓄や徒歩帰宅者支援をどう進めていくのか、具体的に検
討しなければなりません。知事は答弁で、今年度策定する予定の「備
蓄基本計画」で行政や事業所の役割と責務などを示すため、詳細な調
査・検討を進めていることを明らかにしました。さらに、コンビニな
どの事業者と協力して設置する「徒歩帰宅者支援ステーション」の一
層の充実も約束。また、私から外国人観光客の安全対策の必要性も提
起し、知事は「本県では海外からの観光客誘致を推進しており、その
受け入れ環境の整備は大変重要」「今後は県の観光情報ウェブサイト
『クロスロードふくおか』に、外国人観光客のための災害対応に関連
する情報を追加するなど安全対策を強化していく」と答弁し、新たな
取り組みも示しました。 

 原子力防災の体制が確実に整ってい
るのか、チェックするのも議会の大切
な役割です。私は今回、玄海原発の事
故を想定して県が昨年度９月補正予算
を使い、糸島市のＵＰＺ（緊急防護措
置区域＝原発から半径30キロ圏内）の
ために備蓄している「安定ヨウ素剤」
について、対象者に確実に配布する体
制が整備されていない問題点を指摘。 

帰宅困難者支援    備蓄の詳細設計を 

備蓄しても配布できなければ、事業は「絵に描いた餅」
になってしまいます。私は個々の対象者への「事前配布
」の手法も含め、県として主体性を持って早急に検討す
るように要請。知事は「国から示される内容を踏まえ、
糸島市と協議を続け、事前配布を含め、地域の実情に合
った配布手順と体制を具体的に検討していく」と応じま
した。 

安定ヨウ素剤の確実な 
配布体制    原発防災 


